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国立環境研究所作成

アイコンの大きさは
図の作成に用いた論文での
因果関係の数

温暖化によるマイナス面の影響が大きいと考えられています



外務省HP・改

表明済み日本

経済と両立しながら低排出型社会を目指しています



環境省作成資料より抜粋

事業者のGHG

自社のGHGはサプライチェーンの上流下流も含まれます
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森永乳業の温室効果ガスのうち約89%が自社の直接排出ではありません
齊藤改

スコープ1･･･8%

スコープ2･･･3%

スコープ3
89%

生乳57％
その他原料
包装資材

川下側



一頭当たりの乳量が増えると、生乳1㎏当たりのGHGは減少傾向です

一頭当たり乳量あるいは乳固形分 多少
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FAO GLEAM 3, unpublished 2020 data
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生産性とGHG排出源向上ふん尿処理方法でのGHG削減の重要性が増します

一頭当たり乳量あるいは乳固形分 多少
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ふん尿処理

飼料

飼料

消化管発酵

消化管発酵

ふん尿処理



処理方法 メタン tCH₄/t 一酸化二窒素
tN₂O/tN

GHG tCO₂/年

堆積発酵 2.86 0.0042 3.98

強制発酵 0.03 0.0035 0.95

糞尿処理方法の違いによりGHG排出量は大きく違います

温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル（畜産編）を使って作成

ふん尿処理方法の違いによるGHG排出量（t/頭/年）

75%以上
削減



開発中のGHG簡易算定シート



主な基本情報 飼料 排せつ物管理 設備関連の
エネルギー等

出荷乳量 乾物摂取量 糞尿処理方法 燃料の種類

飼養頭数 CP% 燃料、電気の使用量

乳脂肪率 S-NOP有無

所在地 アミノ酸バランス有無

放牧の有無 飼料の種類

預託の有無・月齢 飼料の給与量

導入の有無・月齢 飼料の産地

仔牛販売数

初産分娩月齢

計算に必要な項目は簡単です



算定結果のシート



家畜排せつ物管理に削減の可能性有り

標準値との比較（削減率）入力データに基づく算定結果

処理方法 GHG ㎏CO₂/㎏

堆積発酵 0.31

強制発酵 0.08

75%
削減

生乳1㎏当たりのGHG排出量1.01㎏ 標準値比△30%になる可能性

家畜排せつ物管理
25%

消化管由来
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見せないと、やっていないと思われます

見える化しないリスク
・GHG削減に取り組んでいないと思われます
削減の結果を数字で見せることが出来ません

・生乳のGHG削減が進まない
⇒クレジット化は生乳のGHG削減になりません
酪農乳業（牛乳乳製品）の削減にならない可能性もあります

・酪農乳業界のコスト負担
⇒業界外へ出ていくお金が増える可能性が有ります

見える化のメリット
・牧場に合った方法が計画できます
・GHG削減と経済性の両立が確認できるようになります
・牧場で働く人のモチベーション向上やエンゲージメント向上につながります
・人材獲得に有利になる事が期待できます
・地域社会、取引先からの評価が高まります（金利優遇？）

酪農乳業界で取り組む事のメリット
・ミルクサプライチェーン全体のGHG削減になり、需要の維持拡大に役立ちます
生乳のGHG削減＝牛乳乳製品のGHG削減＝乳製品ユーザーのGHG削減＝需要の維持拡大に必要

・輸出の際にGHG削減は必要になるかもしれません
高価格で売るならなおさら必要かもしれません



ご清聴ありがとうございました

酪農乳業界で
生乳のGHGの排出実態を見える化し、
GHG削減を進め、
成果をアピールしていきましょう！
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